
（東京都）

東
村
山
駅
の
歩
み
と
共
に
あ
っ
た 

東
村
山
市
の
都
市
化
と
発
展
史

　

武
蔵
野
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
多
摩
地
域

北
部（
旧
北
多
摩
郡
）に
位
置
す
る
東
村
山
市（
面
積

17
・
14
㎢
）は
、
昭
和
39（
１
９
６
４
）年
４
月
１
日
、

旧
東
村
山
町
の
単
独
に
よ
る
市
制
施
行
で
誕
生
。
昨

年（
令
和
６
／
２
０
２
４
年
）４
月

１
日
に
は
、
市
制
60
周
年
の
節
目

を
迎
え
た
。
市
制
施
行
時
の
東
村

山
市
の
人
口
は
６
万
６
０
１
２
人

で
、
市
制
施
行
か
ら
61
年
目
の

本
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
は

15
万
２
０
４
０
人
。
２
・
３
倍
強

に
達
し
て
い
る
。

　

平
成
23（
２
０
１
１
）年
７
月
の

15
万
３
５
５
８
人
を
ピ
ー
ク
に
、

総
人
口
の
漸
減
期
を
迎
え
て
い
る

と
は
い
え
、
全
国
的
に
進
み
つ
つ

あ
る
人
口
減
少
の
潮
流
を
考
慮
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
横
ば

い
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

都
心
部
の
西
武
新
宿
駅
か
ら
東
村
山
駅
（
急
行
停

車
）
ま
で
30
分
強
で
結
ば
れ
る
交
通
環
境
の
至
便
さ

に
加
え
、
市
域
内
に
は
宮
崎
駿
監
督
の
長
編
ア
ニ

メ
作
品
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
に
も
描
か
れ
、
武
蔵

野
の
里
山
（
ト
ト
ロ
の
森
）
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
有

名
な
八
国
山
を
は
じ
め
、
雑
木
林
の
間
に
田
園
が
点

在
す
る
か
つ
て
の
里
山
風
景
の
面
影
が
今
も
残
る
。

　

都
市
農
業
も
健
在
で
あ
り
、
特
に
梨
や
ぶ
ど
う
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
に
関
し
て
は
都
内
有
数
の
産
地
と

し
て
名
高
い
。

　

東
京
・
多
摩
地
区
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
に
都
市

的
空
間
と
自
然
空
間
が
無
理
な
く
共
存
す
る
東
村
山

市
の
魅
力
的
な
住
環
境
は
、
民
間
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど

が
選
定
す
る
各
種
の「
住
み
た
い
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」

等
で
も
、
同
地
を
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
せ
る

源
泉
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
子
ど
も

の
成
育
環
境
を
重
要
視
す
る「
子
育
て
世
代
」の
支
持

率
が
高
い
。

　

市
制
施
行
後
、
東
村

山
市
が
急
速
に
人
口
を
増

や
し
た
ハ
ー
ド
面
の
要
因
と

し
て
は
、
１
９
７
０
年
代
以
降
の
宅
地
開

発
の
急
速
な
進
展
、
そ
れ
に
付
随
し
て
大
型
住
宅

団
地
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
た
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
前
述
の
鉄
道
交
通
網
の
充
実

ぶ
り
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
17
㎢
強
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
東
村
山
市
に
は
、
な
ん
と
西
武
鉄
道
７
路
線
（
新

子育て世代に人気の住宅地・東村山市を代表する子育て支援
施設「ころころの森」

市 政 ル ポ 東
ひがし

村
む ら や ま

山市

渡
わたなべ

部　尚
たかし

東村山市長

市
制
60
年
・
東
村
山
駅
１
３
０
年
の
向
こ
う
側
の
近
未
来

行
政
と
市
民
が
共
有
し
育
て
る
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
!!
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宿
線
・
拝
島
線
・
西
武
園
線
・
国
分
寺
線
・
多
摩
湖

線
・
池
袋
線
・
山
口
線
）
に
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
を
合
わ

せ
た
、
計
８
路
線
の
鉄
道
が
市
域
内
を
縦
横
に
走
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
村
山
村
時
代
の

明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
８
月
６

日
に
開
業
し
た
西
武
鉄
道
の
前

身
、
川
越
鉄
道
・
東
村
山
停
車
場

（
現
・
東
村
山
駅
／
新
宿
線
、
西

武
園
線
、
国
分
寺
線
）を
は
じ
め
、

秋
津
駅
（
大
正
６
／
１
９
１
７
年

開
業
、
池
袋
線
）、
久
米
川
駅（
昭

和
２
／
１
９
２
７
年
開
業
、
新

宿
線
）、
萩
山
駅
（
昭
和
３
／

１
９
２
８
年
開
業
、
拝
島
線
、
多

摩
湖
線
）、
武
蔵
大
和
駅
（
昭
和

５
／
１
９
３
０
年
開
業
、
多
摩
湖

線
）、
西
武
園
駅
（
昭
和
５
年
開
業
、
西
武
園
線
）
多

摩
湖
駅（
昭
和
11
／
１
９
３
６
年
開
業
、
多
摩
湖
線
、

山
口
線
）が
次
々
に
開
業
。
昭
和
17（
１
９
４
２
）年

の
東
村
山
町
誕
生
（
東
村
山
村
か
ら
単
独
移
行
）
と

同
年
に
開
業
し
た
八
坂
駅
（
多
摩
湖
線
）、
市
制
施

行
後
の
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に
開
業
し
た
新
秋

津
駅
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
）
を
加
え
た
計
９
駅
が
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
開
業
し
て
き
た
。

　

住
宅
地
と
し
て
の
東
村
山
市
の
特
徴
の
一
つ
は
、

こ
れ
ら
の
鉄
道
沿
線
お
よ
び
九
つ
の
駅
を
軸
と
す
る

各
地
区
（
東
村
山
市
は
市
制
施
行
以
後
、
13
の
町
で

構
成
）
の
宅
地
開
発
が
、
同
時
多
発
的
か
つ
満
遍
な

く
進
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。

　

人
口
が
現
在
最
も
多
い
地
区
は
秋
津
駅
・
新
秋

津
駅
の
立
地
す
る
秋
津
町
だ
が
、
中
心
市
街
地
は

市
内
最
古
の
鉄
道
駅
・
東
村
山
駅
の
立
地
す
る
本

町
地
区
に
展
開
し
て
い
る
。

　

官
民
の
拠
点
的
施
設
、
大
型
商
業
施
設
な

ど
が
集
中
す
る
本
町
地
区
と
、
市
の
表
玄
関

で
も
あ
る
東
村
山
駅
を
基
点
に
、
東
村
山
市

で
は
鉄
道
網
の
延
伸
も
宅
地
開
発
も
推
進
さ

れ
て
き
た
の
だ
。

　

市
制
施
行
以
前
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
大
正

５
（
１
９
１
６
）
年
か
ら
昭
和
２
年
ま
で
実
施

さ
れ
た
巨
大
事
業
、
村
山
貯
水
池
（
多
摩
湖
）

建
設
に
伴
い
も
た
ら
さ
れ
た
各
種
波
及
効
果

が
注
目
さ
れ
る
。
同
事
業
が
実
施
さ
れ
た
足

か
け
11
年
間
と
い
う
も
の
、
東
村
山
駅
は
建

設
資
材
運
搬
の
拠
点
と
し
て
、
道
路
と
共
に

フ
ル
活
用
さ
れ
、
同
事
業
は
結
果
的
に
、
東

村
山
村
が
東
村
山
町
へ
と
発
展
し
て
い
く
原
動
力

と
な
っ
た
ほ
か
、
後
の
市
制
施
行
に
ま
で
至
る
地

域
の
都
市
化
（
近
代
化
）
に
向
け
た
基
盤
を
構
築
す

る
要
因
の
一
つ
と
な
る
。

　

さ
ら
に
東
村
山
市
に
は
現
在
、
国
内
13
カ
所
の

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
一
つ
「
国
立
療
養
所
・

多
磨
全
生
園
」が
立
地
す
る
。
そ
の
前
身
で
あ
る「
第

一
区
府
県
立
全
生
病
院
」は
、
明
治
42（
１
９
０
９
）

年
、
同
地
に
建
設
さ
れ
た
が
、
長
き
に
わ
た
り
不

治
の
感
染
症
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
の

患
者
た
ち
は
、
患
者
専
用
の
い
わ
ゆ
る「
お
召
列
車
」

に
乗
せ
ら
れ
、
東
村
山
駅
に
到
着
し
た
と
い
う
歴

史
も
伝
わ
っ
て
い
る
（
多
磨
全
生
園
の
現
在
の
最
寄

り
駅
は
秋
津
駅
お
よ
び
新
秋
津
駅
）。

応永14（1407）年に建立された国宝・正福寺地蔵堂（写真）。東村山市
では多くの場所で歴史と文化を感じることができる

長編アニメ『となりのトトロ』の舞台モデルともなった八国山は東村
山市の自然環境の豊かさを示すシンボル

八国山から近い「下宅部遺跡（縄文時代）」から出土の国指定重要文
化財「東京都下宅部遺跡出土品」は計392点（写真は丸木舟未製品）に
も上る

東村山市
新宿区
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ま
た
、
東
村
山
市
の
自
然
環

境
の
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
八

国
山
か
ら
も
程
近
い
東
村
山

駅
の
存
在
は
、
設
立
当
時
に
東

洋
一
の
規
模
を
誇
る
結
核
療
養

所
と
い
わ
れ
た「
保
生
園（
現
・

新
山
手
病
院
）」
が
、
昭
和
14

（
１
９
３
９
）
年
に
八
国
山
の
麓

に
建
設
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
と

も
な
っ
た
。
八
国
山
の
麓
に
は
、

昭
和
17
年
に
や
は
り
結
核
治
療

を
目
的
と
す
る
「
村
山
療
養
園

（
現
・
東
京
白
十
字
病
院
）」
も

設
置
さ
れ
た
。

　

結
核
の
治
療
・
予
防
技
術
が

進
化
し
、
患
者
数
が
激
減
し
て

い
く
過
程
で
、
両
病
院
と
も
機

構
を
一
般
病
院
の
そ
れ
に
切
り

替
え
、
現
在
で
は
高
齢
者
医
療
・

療
養
施
設
も
含
む
、
地
域
医
療

の
要
の
総
合
病
院
と
し
て
機

能
。
東
村
山
市
に
お
け
る
、
医

療
施
設
の
充
実
し
た
、
良
好
な

住
環
境
の
一
翼
を
支
え
る
存
在

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
長
期
療
養
の
機
能

を
兼
ね
備
え
た
大
規
模
医
療
施

設
が
、
次
々
立
地
し
て
い
っ
た

背
景
に
も
、
東
村
山
駅
設
置
以

降
の
交
通
の
至
便
さ
に
加
え
、

東
村
山
市
の
清
浄
な
空
気

と
静
穏
な
住
環
境
が
手

伝
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
同
時
に

長
期
療
養
の
で
き
る
医
療

施
設
の
存
在
が
、
地
域
の

そ
の
後
の
都
市
開
発
に
影

響
を
与
え
る
事
例
は
、
全

国
各
地
で
見
ら
れ
た
。
東

村
山
市
に
お
い
て
も
、
村

山
貯
水
池
の
建
設
と
共

に
、
大
型
の
医
療
・
療
養

施
設
の
立
地
推
進
が
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の

地
域
開
発（
ま
ち
づ
く
り
）に
は
少
な
か
ら
ず
貢
献
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
村
山
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差
事
業 

そ
の
経
緯
・
現
況
と
近
未
来

　

こ
の
よ
う
な
前
史
を
経
て
、
昨
年
４
月
１
日
に

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
、
60
年
間
の
発
展
で
人

口
を
２
・
３
倍
強
ま
で
急
増
さ
せ
た
東
村
山
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
ヘ
ソ
（
中
心
点
）
＝
東
村
山
駅
は
、
本

年
８
月
６
日
に
、
開
業
１
３
０
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
東
村
山
市
ル
ポ
の
取
材
の
過
程

で
は
、
本
年
10
月
18
日
に
東
村
山
市
立
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
「
東
村
山
駅
開
業
１
３
０
周
年
記

念
式
典
」
に
つ
い
て
も
、
運
良
く
取
材
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

東
村
山
駅
開
業
１
３
０
周
年
記
念
式
典
は
、
東

村
山
駅
が
現
在
地
に
開
業
し
て
１
３
０
年
の
節
目

を
記
念
す
る
式
典
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら

先
の
20
年
、
30
年
、
あ
る
い
は
50
年
（
東
村
山
市
の

市
制
１
０
０
周
年
に
向
け
た
歩
み
と
も
重
な
る
）
を

プ
ロ
セ
ス
と
す
る
東
村
山
市
の
「
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
」に
向
け
た「
基
点
」と
も
な
る
イ
ベ
ン
ト
と

い
え
る
。
記
念
式
典
の
詳
細
は
後
に
述
べ
る
が
、

そ
の
序
章
と
も
な
っ
た
の
が
、
式
典
に
先
駆
け
本

年
６
月
29
日
に
実
現
し
た
、
東
村
山
駅
付
近
の
西

武
新
宿
線
下
り
線
の
高
架
化
だ
。

　
「
東
村
山
駅
周
辺
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
合
わ

せ
て
行
う
ま
ち
づ
く
り
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）

年
策
定
の
『
東
村
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
』を
基
点
と
し
て
お
り
、
平
成
24（
２
０
１
２
）年

国立療養所多磨全生園に隣接する国立ハンセン病資料館はハンセン病の正しい
知識の普及・社会啓発の拠点ともなっている

多磨全生園の自然や史跡建造物を残すべく推進中の「人権の森構想」の代表的な
史跡建物「山吹舎」（軽症者のための男性独身寮・復元）

村山貯水池（多摩湖）の建設事業は東村山市と周辺エリアにおける昭和初
期の開発を強力に推進

長編アニメ『となりのトトロ』に登場する「七国山病院」のモデルとなった
新山手病院
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東村山市　市 政 ル ポ

（東京都）

に
は
、
市
か
ら
強
く
要
望
し
た
こ
と
も
あ
り
、
事

業
主
体
と
な
る
東
京
都
が
連
続
立
体
交
差
事
業
に

か
か
わ
る
都
市
計
画
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
連
続
立
体
交
差
事
業
に
合
わ

せ
て
解
決
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
整
理
し
、

そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
、
平
成
26

（
２
０
１
４
）年
に
策
定
し
た『
東
村
山
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
基
本
計
画
』で
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
策
定
し
た

『
東
村
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
実
行
プ
ラ
ン
』
は
、

連
続
立
体
交
差
事
業
と
合
わ
せ
て
行
う
、
具
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
示
す
も
の
で
し
た
。

　

並
行
し
て
、
東
村
山
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差

事
業
（
事
業
名
は
『
西
武
新
宿
線
、
国
分
寺
線
及
び

西
武
園
線（
東
村
山
駅
付
近
）連
続
立
体
交
差
事
業
』

で
、
総
延
長
約
４
・
５
㎞
の
高
架
化
に
伴
い
、
交
通

渋
滞
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
五
つ
の
踏
切
を
除
去
）

は
、
国
土
交
通
省
の
都
市
計
画
事
業
認
可
も
平
成

25
（
２
０
１
３
）
年
に
得
て
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
に
よ
う
や
く
着
工
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
準
備
期
間
も
含
め
て
、
約
15
年
越
し

と
な
る
本
年
の
６
月
に
、
東
村
山
駅
の
高
架
化
が

一
部
完
成
し
、
供
用
開
始
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

私
が
東
村
山
市
議
会
議
員
か
ら
市
長
に
転
じ

た
の
は
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
５
月
の
こ
と
で
、

東
村
山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
私
が
市

長
就
任
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
追
求
し
て

き
た
、
東
村
山
市

の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め

の
、
ま
さ
に
根
幹

の
事
業
の
一
つ
な

の
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、

東
村
山
駅
の
連
続

立
体
交
差
化
が
一

部
と
は
い
え
成
っ

た
本
年
６
月
29
日

の
朝
、
そ
の
初
電

車
に
乗
り
、
東
村

山
駅
に
降
り
立
っ

た
と
き
の
感
動

は
、
と
て
も
一
言
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
に

大
き
な
も
の
で
し
た
」

　

東
村
山
駅
開
業
１
３
０
周
年
記
念
式
典
か
ら
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
、
約
２
カ
月
前
。
本
年
８
月
25
日

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
渡

部
尚
市
長
（
５
期
18
年
目
）
は
開
口
一
番
、
高
架
化

さ
れ
た
東
村
山
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
立
っ
た
瞬
間

の
感
慨
に
つ
い
て
、
そ
う
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
高
架
ホ
ー
ム
や
車
内
か
ら
初
め
て
見
る

駅
周
辺
の
俯ふ
か
ん瞰

し
た
景
色
を
目
の
当
た
り
に
し
た

際
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
東

村
山
駅
周
辺
の
景
色
が
、
地
上
で
見
て
い
た
の
と

は
ま
っ
た
く
違
う
視
点
か
ら
見
え
た
こ
と
に
新
鮮

な
驚
き
」
を
感
じ
る
と
共
に
、
渡
部
市
長
の
胸
に
は

「
東
村
山
駅
が
明
治
28
年
に
開
業
す
る
際
に
発
揮

さ
れ
た
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
強
い
地
元
愛
に
対

す
る
改
め
て
の
感
謝
の
念
が
、
自
然
に
湧
い
て
き

た
」と
い
う
。

　
「
今
で
こ
そ
東
村
山
駅
は
地
域
に
最
初
に
で
き
た

鉄
道
駅
と
い
う
こ
と
で
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
身
と
な
っ
た
の
は
、
現
在
の
東
村
山
駅
の

北
側
に
、
明
治
27
（
１
８
９
４
）
年
に
設
置
さ
れ
た

『
久
米
川
仮
停
車
場
』で
し
た
。

　

現
在
の
西
武
鉄
道
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
川

越
鉄
道
は
当
初
、
現
在
の
東
村
山
エ
リ
ア
に
停
車

場
を
設
置
す
る
予
定
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
市
域
を
流
れ
る
柳
瀬
川
に
架
橋
す
る
際
、
工

事
が
難
航
し
て
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う

建
設
が
遅
れ
た
た
め
、
川
の

手
前
に
い
っ
た
ん
仮
停
車
場
を
造
り
、
川
越
鉄
道
は

明
治
27
年
に
暫
定
的
に
開
業
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

連続立体交差事業（総延長約4.5㎞）の完了後には5カ所の踏切が除却。交通渋滞解消
のほか、多様な効果が期待される
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の
翌
年
、
橋
梁
工
事
が
完
成

し
た
た
め
、
久
米
川
仮
停
車

場
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

本
来
な
ら
そ
れ
で
話
は
終

わ
り
で
す
が
、
鉄
道
の
停
車

場
が
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を

認
識
し
、
地
域
の
発
展
、
ま

ち
づ
く
り
に
は
鉄
道
の
駅
が

欠
か
せ
な
い
と
気
づ
い
た
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
川
越

鉄
道
に
対
し
停
車
場
設
置
の

陳
情
を
改
め
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
自
ら
の
土
地
を

川
越
鉄
道
に
無
償
提
供
し
た

人
も
い
れ
ば
、
資
金
を
提
供

し
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
、
久
米
川
仮
停
車
場
廃
止
か
ら
約
５

カ
月
後
、
明
治
28
年
に
誕
生
し
た
の
が
東
村
山
停

車
場
、
現
在
の
東
村
山
駅
だ
っ
た
の
で
す
」（
渡
部

市
長
）

　

住
民
の
地
元
愛
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ

た
東
村
山
駅
は
今
、
東
村
山
市
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
不
可
欠
な
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
、
行
政
と
市
民
の
関
係
性
を
よ
り
深
め
る
媒
介
的

役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
。

　

そ
の
機
運
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
日
常
的
に
実

施
す
る
市
民
と
渡
部
市
長
が
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
た「
東
村
山
駅
開
業
１
３
０
周
年
記
念
式
典
」の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
示
さ
れ
て

い
た
。

行
政
と
市
民
の
関
係
性
の
深
さ
が
示
す 

東
村
山
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　
「
東
村
山
駅
開
業
１
３
０
周
年
記
念
式
典
」
で
実

施
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
「
東
村
山

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
～
未
来
の
ま
ち
と
の
か
か
わ
り

方
～
」だ
っ
た
。
市
民
が
行
政
と
共
に
、
い
か
に「
自

分
事
」
と
し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
の
未
来
構
築
に
参

加
し
て
い
け
る
の
か
。
行
政
は
い
か
に
し
て
、
市

民
と
の
関
係
性
を
無
理
な
く
広
げ
る
と
と
も
に
深

め
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
市
民
と
一
緒
に
見

い
だ
し
、
そ
の
芽
を
一
緒
に
育
て
て
い
く
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
役
を
果
た
し
て
い
け
る
の
か
。
壇
上
で

展
開
さ
れ
る
こ
う
し
た
や
り
取
り
を
通
し
、
改
め

て
気
付
い
た
の
は
、
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

実
施
し
て
い
る
登
壇
者
の
皆
さ
ん
が
、
渡
部
市
長

を
「
ま
ち
づ
く
り
の
仲
間
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と

だ
っ
た
。
渡
部
市
長
の
発
言
に
も
、
市
長
で
あ
る

以
前
に
一
人
の
市
民
で
も
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
、

視
点
か
ら
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
や
り
取
り
は
、
先
に
触
れ
た
、
東
村

山
停
車
場
の
設
置
を
嘆
願
す
る
際
に
、
自
ら
の
土

地
や
資
金
を
提
供
し
た
地
域
住
民
の
地
元
愛
が
、

時
代
の
変
遷
を
経
て
、
ま
さ
に
今
の
カ
タ
チ
と
な
っ

て
現
れ
、
目
の
前
で
展
開
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

だ
っ
た
。

　

地
元
愛
の
発
露
の
仕
方
は
時
代
と
共
に
変
遷
す

る
の
が
当
然
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
意
味
合
い

に
お
い
て
、
東
村
山
市
に
お
け
る
現
代
の
地
元
愛

の
発
露
は
、
ま
ち
の
発
展
を
ご
く
自
然
に
自
分
事

と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
人
々
と
、
行
政
と
の
垣

根
の
な
い
関
係
性
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
、

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
は「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
指
標
）を
皆
で

実
現
す
る
こ
と
」
に
主
眼
を
置
い
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
」
と
も
、
ま
さ
に
重
な
っ
て
く
る
カ
タ
チ
だ
ろ

う
。
ち
な
み
に
東
村
山
市
は
、
令
和
５（
２
０
２
３
）

年
５
月
、
内
閣
府
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
計
画
「
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
東
村
山
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ

ジ
ョ
ン『
笑
顔
つ
な
が
る
東
村
山
』を
目
指
し
て
～
」

東村山駅開業130周年記念式典で開催されたシンポジウムでは、東村山市の多彩な近未来のカ
タチが語られた

本年6月29日に運行された東村山駅高架化後の初電車。多くの関係者、市民、鉄道
ファンに迎えられ、東村山駅に到着した
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東村山市　市 政 ル ポ

（東京都）

が
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
も
選

定
さ
れ
て
い
る
（
未
来
都
市
と
事
業
計
画
の
ダ
ブ
ル

選
定
は
多
摩
地
区
で
初
）。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
や
り

取
り
か
ら
垣
間
見
え
た
「
地
域
愛
で
結
ば
れ
た
行

政
と
市
民
と
の
関
係
性
の
深
さ
」
は
、
東
村
山
流

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
て
い
く
上
に
お
い
て
も
「
肝
」

に
な
る
要
素
で
あ
る
は
ず
だ
。

　
「
東
村
山
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
単

に
駅
の
高
架
化
や
開
か
ず
の
踏
切
の
解
消
だ
け
が

目
的
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
高
架
化
で

生
ま
れ
る
高
架
下
の
利
用
計
画
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
鉄
道
に
沿
っ
て
造
ら
れ
る
付
属

街
路
の
整
備
や
、
東
口
駅
前
広
場
の
再
整
備
も
重

要
で
す
。

　

そ
う
し
た
基
本
的
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
駅
周

辺
に
集
中
す
る
と
し
て
も
、
そ
こ
を
基
点
に
さ
ら

な
る
ハ
ー
ド
整
備
の
広
が
り
、
そ
の
ハ
ー
ド
を
活

用
す
る
ソ
フ
ト
面
の
拡
充
と
い
う
ふ
う
に
、
市
民

や
事
業
者
と
の
綿
密
な
連
携
関
係
が
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
事
業
が
、
芋
づ
る
式
に
出
て
き
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
一
つ
に
対
処
し
て
い
く
作
業
は
大
変
と

い
え
ば
大
変
で
す
が
、
市
民
や
事
業
者
と
の
連
携
で

進
め
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
楽
し
み
の
方
が
多

い
。
首
長
と
し
て
こ
ん
な
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

も
他
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
渡
部
市
長
）

　

東
村
山
市
で
は
連
続
立
体
交
差
事
業
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
に

伴
い
、
東
村
山
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
に
向
け

た
社
会
実
験
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
そ
ら
い
ち
東
村
山
」
を

官
民
協
働
で
実
施
す
る
な
ど
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い

の
カ
タ
チ
を
精
力
的
に
模
索
し
続
け
て
い
る
。
同

時
に
東
村
山
駅
に
隣
接
す
る
久
米
川
駅
の
南
口
駅

前
広
場
の
再
整
備
や
、
市
内
各
所
で
の
都
市
計
画

道
路
の
整
備
な
ど
も
、
着
々
と
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

市
制
施
行
以
前
か
ら
さ
み
だ
れ
式
に
敷
設
さ
れ
て

き
た
計
８
路
線
の
鉄
道
沿
線
お
よ
び
、
市
内
各
所
に

分
散
す
る
九
つ
の
駅
を
軸
に
、
あ
る
意
味
バ
ラ
バ
ラ

に
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
東
村
山
市
の
ま
ち
づ
く

り
。
し
か
し
、
今
後
は
「
連
続
立
体
交
差
事
業
の
進

展
と
共
に
、
東
村
山
駅
周
辺
を
核
に
、
面
的
な
都
市

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
時
代
へ
と
移

行
」（
渡
部
市
長
）し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
原
動
力
の
第
一
は
新
旧
市
民
の
地
域
愛
で

あ
り
、
市
民
と
行
政
と
の
垣
根
の
な
い
関
係
性
が

醸
し
出
す
「
市
民
に
と
っ
て
も
行
政
に
と
っ
て
も
自

分
事
の
ま
ち
づ
く
り
」（
渡
部
市
長
）へ
の
強
い
機
運

で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
現
行
の
「
第
２
期
東
村
山
市
創
生
総
合

戦
略
」（
令
和
３
年
度
～
７
年
度
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
「
住
ん
で
よ
し
・
働
い
て
よ
し
・
た
の
し

ん
で
よ
し
な
東
村
山
」と
い
う
も
の
だ
。

　

そ
の
最
終
年
度
に
一
部
供
用
開
始
し
た
東
村
山

駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
を
踏
ま
え
た
「
第
３

期
東
村
山
市
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
今
ま
さ
に
策

定
作
業
の
佳
境
に
入
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
一
体

ど
の
よ
う
な
未
来
志
向
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

冠
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
待
ち

た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
７
年
８
月
25
日
、

同
10
月
18
日
）

東村山駅開業130周年記念式典に合わせ開催されたマーケットイベントも大
にぎわい

コロナ禍で急逝した地元出身の天才コメディアン・志村けんさんの像（東村山
駅東口前）。今も全国から熱心なファンが訪れる
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